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４.（3）市民部会の活動進捗報告
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○流域全体に関わる課題をテーマとして設定し、公開講座を実施する。
○地域部会（山・川・海）合同でのバスツアーを企画・開催する。
○農業従事者や大学関係者など、新たなつながりを広げる。

令和4年度の当初目標

市民部会の課題・役割
• 矢作川の望ましい姿のイメージの可視化・具体的行動
• 市民部会としての流域連携テーマの議論
• 地域部会の話題・課題を把握できるシステムの構築
• 10年間で新たに見えてきた課題や問題の明確化
• 懇談会とつながりの薄い農業や工業の団体との関係構築

矢作川の恵み・大切さを再認識し、より良い矢作川流域圏の再構築を目指し、平成30年度のWGで作成しました。



活動 （参加者数） 日 時 場 所

第12回ＷＧ
（15名） 5月19日（木） 13:00-15:30 ・豊田市崇化館交流館2階 大会議室

第13回ＷＧ
（14名） 6月21日（火） 14：00-16：00 ・豊田市崇化館交流館3階 第2研修室

第14回ＷＧ
（16名） 7月20日（水） 13：30-15：40 ・豊田市崇化館交流館2階 大会議室

第4回市民部会
まとめの会 （○名） 1月27日（水） 14：00～16：30 ・豊田市崇化館交流館2階 大会議室
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市民部会の活動として、WGを3回、まとめの会を1回実施した。

４.（3）市民部会の活動進捗報告｜令和4年度の活動スケジュール

※参加人数はオンライン参加者、事務局含む



４.（3）市民部会の活動進捗報告｜令和4年度の活動成果
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今年度の活動目標に対する進捗状況
＜今年度に活動目標①：流域全体に関わる課題をテーマとして設定し、公開講座を実施する。＞
○ 流域全体に関わる課題について、下記のテーマが挙げられた。
・「47災害から50年」
・「三河湾の水産資源」
・「上下水の市民科学」
・「栄養循環・物質循環」
・「農業と環境」
・「マイクロプラスチック第２弾」
・「ネオニコチノイド系農薬第2弾」

○ 上記テーマのうち、「三河湾の水産資源」や「栄養循環・物質循環」にかかわるテーマについては、過去に海部会で議論
がなされており、海部会でも情報発信をしたいという意見が出ていたことから、「豊かな海の栄養源」をテーマとして海部会
主催の公開講座を開催するよう提案を行った。市民部会では、昨年度に2つの公開講座を実施しているため、公開講
座の進め方や留意点等について、海部会関係者に共有した。

第12回市民部会 話し合いのようす

公開講座の様子（左：オンライン配信 右：会議室）

「豊かな海の栄養源～きれいな海は豊かな海か？～」
開催時期：8月20日（土）15：00～17：00
講 師 ：京都大学名誉教授 藤原 建紀 氏
参加者 ：140名

YouTube再生数：158回再生（1月20日時点）



４.（3）市民部会の活動進捗報告｜令和4年度の活動成果
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今年度の活動目標に対する進捗状況
＜今年度に活動目標①：流域全体に関わる課題をテーマとして設定し、公開講座を実施する。＞
○ 昨年度開催した2つの公開講座と現在の懇談会の課題等をふまえ、矢作川流域圏において重要な生業である「農業」
に着目した。

○ 「農業」に関する公開講座開催のためには、まずは市民部会員内での認識の共有が必要であるとされた。
○ 今年度は、「農業」についての勉強会を市民部会で実施し、認識の共有をはかった。主に、「みどりの食料システム」と
「冬水田んぼ」を話題としてとりあげ、「農業」に関する勉強会を行った。

第14回市民部会 内部勉強会「みどりの食料システムについて」 市民部会まとめの会 「冬水田んぼについて」

まとめの会での写真を追加予定
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今年度の活動目標に対する進捗状況
＜今年度に活動目標②：地域部会（山・川・海）合同でのバスツアーを企画・開催する。＞
○ 昨年度の計画を踏襲し、再度日程調整を行うとともに、地域部会において内容の再検討を行った。次年度、新型コロ
ナウイルスの感染状況をふまえ、再度設定・実施する。
【名称】山から海まで2 日がかりの「矢作川の全て」バスツアー
【計画日】9月2 日(金)・9 月9 日(金)の2 日間、各々日帰りとして計画
【想定参加人数】50 人程度

⇒新型コロナ感染防止のため、
再度延期とした

1日目　9/2(金)

時刻 場所 詳細 関係部会

8:45集合

9:00出発

愛知環状鉄道新豊田駅
西口　ロータリー

産業文化センター側

↓ 移動（60分）

10:00到着

11:00出発

水源涵養モニタリング調査サイ
ト

(豊田市大洞町)

水源涵養モニタリング調査サイトの成果報告（60分）
解説者：蔵治光一郎様
　　　　　（東京大学大学院農学生命科学研究科　教授）

山部会

↓ 移動（60分）

12:00到着
昼食・休憩(40分) 　（弁当を注文予定・昼食は奥矢作レク
リエーションセンター）

奥矢作移住定住促進協議会の活動報告(40分)
解説者：大島光利様
　　　　　（奥矢作移住定住促進協議会　会長）

13:20出発

↓ 矢作ダムを見ながら
マイクロバスで移動（60分）

川部会

14:00到着

14:45出発

阿摺ダム
(豊田市富田町)

阿摺水力発電所の紹介(45分)
解説者：北井和人様
　　　　　（中部電力(株)愛知水力センター  副長）

川部会

↓ 移動（15分）

15:00到着

16:00出発

阿摺ダム下流部
(豊田市富田町)

天然アユの生態調査の成果報告(60分)
解説者：山本敏哉様
　　　　　（合同会社TSJネイチャー）

川部会

↓ 移動（30分）

16:30到着

16:35解散

愛知環状鉄道新豊田駅
西口　ロータリー

奥矢作レクリエーションセンター
体育館

(恵那市串原)
山部会

2日目　9/9(金)
時刻 場所 詳細 関係部会

8:45集合

9:00出発

愛知環状鉄道新豊田駅
西口　ロータリー

産業文化センター側

↓ 移動（10分）

9:10到着

9:40出発

アユのための再生事業
(豊田市千石町)

アユのための再生事業について（30分）
解説：矢作川漁業協同組合

川部会

↓ 移動（15分）

9:55到着

10:25出発

鵜の首狭窄部周辺
(豊田市秋葉町・野見町)

鵜の首地区水位低下対策の事業説明（30分）
解説：国土交通省豊橋河川事務所

川部会

↓ 移動（20分）

10:45到着

11:30出発

家下川
(豊田市桝塚東町)

家下川でのこれまでの取り組みについて(45分)
解説者：鶴田博嗣様
　　（豊田市郷土資料館 学芸員/家下川ﾘﾊﾞｰｷｰﾊﾟｰｽﾞ）

川部会

↓ 移動（60分）、昼食・休憩（40分）　（道の駅にしお岡の山）

13:10到着

14:10出発

矢作川浄化センター
(西尾市港町)

矢作川流域下水道の概要について(60分)
解説：青山純一様
　（西三河建設事務所　都市施設整備課　課長補佐）
　　　　蒲原聡様　（愛知県水産試験場　場長）

海部会

↓ 移動(30分)

14:40到着

15:40出発

東幡豆漁協
(西尾市東幡豆町)

三河湾のアサリ等の漁業量の現状について(60分)
解説者：石川金男様
　　　　　（東幡豆漁業協同組合　組合長）

海部会

↓ 移動(20分)

16:10到着

16:15出発
名鉄西尾駅東口

↓ 移動(60分)

17:15到着

17:20解散

名鉄西尾線西尾駅東口、
愛知環状鉄道新豊田駅

西口　ロータリー
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今年度の活動目標に対する進捗状況
＜今年度に検討した目標③：農業従事者や大学関係者など、新たなつながりを広げる。＞
○ 市民部会員を中心に、農業従事者や大学関係者新たなつながりを広げた。

組織 関わった懇談会員など
農業関係 東海農政局 井上氏

エコネットあんじょう 事務局

大学関係 四日市大学 千葉先生
学生2名 近藤氏

人間環境大学 谷地先生
江口先生

三ツ松氏
髙橋氏

京都大学 藤原先生 海部会
信州大学 学生3名 山部会

その他 奈佐の浜プロジェクト ミライ会議
西三河南部生態系ネットワーク 川部会
多摩川流域懇談会 ミライ会議

第65回山部会FW 多摩川流域懇談会との意見交換会根羽村に学生を招待



令和５年度
市民部会 活動目標

令和5年1月27日（金）

矢作川流域圏懇談会
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４.（3）市民部会の次年度の活動目標（案）
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○流域全体に関わる課題をテーマとして設定し、公開講座を実施する。
○地域部会（山・川・海）合同でのバスツアーを企画・開催する。
○農業従事者や大学関係者など、新たなつながりを広げる。

次年度の活動目標（案）

今後の市民部会の課題・役割
• 矢作川の望ましい姿のイメージの可視化・具体的行動
• 市民部会としての流域連携テーマの議論
• 地域部会の話題・課題を把握できるシステムの構築
• 10年間で新たに見えてきた課題や問題の明確化
• 懇談会とつながりの薄い農業や工業の団体との関係構築

矢作川の恵み・大切さを再認識し、より良い矢作川流域圏の再構築を目指し、平成30年度のWGで作成しました。



令和4年度
流域連携イベント

令和5年1月27日（金）

矢作川流域圏懇談会
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４.（3）流域連携イベントに関する成果｜ 令和4年度の活動成果
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イベント 日 時 場 所

第14回“いい川”・“いい川づくり”
ワークショップ 9月2日（金）～4日（日） 国立オリンピック記念青少年総合センター

2022年矢作川感謝祭 9月8日（日） 仙石公園（豊田大橋下）

第9回三河湾大感謝祭 10月9日（日） 一色さかな広場 特設会場

中部のいい川WS 11月12日（土）～13日（日） 長野県上伊那郡宮田村 村民会館

流域連携イベントに関する成果として、下記4つのイベントに参加した。
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① 第14回“いい川”・“いい川づくり”ワークショップ
○ 「矢作川流域圏懇談会 “流域はひとつ、運命共同体”」と題し、矢作川流域
圏懇談会の概要説明とこれまでの活動内容、各地域部会の課題や目指す姿
などについて、発表した。

② 2022年矢作川感謝祭
○ メインステージにて矢作川流域圏懇談会の活動紹介を行い、活動内容や意義
を参加した人たちに知ってもらった。また、「矢作川に関する意見募集」を行い、会
場の皆さんから矢作川に対する様々な思いを伺った。
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③ 第9回三河湾大感謝祭
○ 矢作川の情報発信を目的としたクイズの出題と、矢作川に関するアンケート、魚の
ペーパークラフトの配布を行った。また、根羽村森林組合による「木でできた弓矢の
的当て」と「根羽村のスギを使った表札作り」を出展した。

④ 中部のいい川WS
○ 今回が初となる本ワークショップでは、各団体の課題などについて、発表をとおして情報共有を行い、パネルトーク、エクス
カーションへ参加した。
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